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　大隅曽於地区消防組合においては，救急出場は 10年間
で57％も増加し，平成21年度は，3,358件。事故種別で
は，急病 1,959 件が最も多く，転院搬送 497件，一般負
傷418件，交通事故326件の順であります。
　しかしながら，管内の通報から現場までの到着時間は10
分を要しており，高齢化率が30％超えることから救急車到
着時間の短縮が緊急課題となっていました。
　同組合において，救急車到着時間を地区ごとにデータ化，
救急出場の実情をグラフ化し検証した結果 , 末吉町及び大崎
町に救急分駐所を新設し，北部消防署と南部消防署に２台配
置している救急車を１台ずつ移動配置して，現行の３拠点か
ら５拠点へ増強することで効率運用を行えば，現場到着まで
の時間を約３分短縮できると試算されました。
　大崎分駐所建設により，町内の大部分の地域において，救
急車到着時間が短縮されることになり，安心安全が図られま
す。
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救急車到着時間３分短縮！

　救急要請から現場到着まで
　平均時間７分へ
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現行3拠点

５拠点へ改善

５拠点へ改善

▲�配置された高規格救急車
　ウミガメのロゴマークも！

▲式典風景　テープカット


